
令和４年２月２８日発行 

節目を大切に 

校長 橋本 由美子 

寒さの中にも春の訪れを感じる今日この頃です。正門横の桜の

木をよく見ると、芽が少しずつ膨らみ始め花を咲かせる準備をして

います。今年度も残すところ 1 か月となり、1 年間のまとめとなる時

期です。今年度も例年とは異なり、様々な制約はありましたが、子

どもたちは今できることに精一杯取り組み、心身共にたくましく成

長しました。 

竹は、雪の重みにも強い風雨にも耐え、他の木にはないたくさ

んの節目をもって空に向かって真っすぐに成長します。また、わ

ずかな風を竹全体で受け止めるしなやかさとともに、何百ｋｇにも

及ぶ風の力や雪の重さを、反り返って跳ね返す力をもっているそ

うです。そのたくましさの秘密は、軽さと強さを併せもつ規則正し

い節目にあるとされています。そのような力をもつ竹は、種から発

芽するまで4年以上もかかり、その間に地下で1年間に７～８ｍも

の根を張って地上の竹を支える準備をするといわれます。 

やがて芽を出した竹は、節目ごとに成長点をもつことで 1 日８０

～１００ｃｍ成長し、2 か月弱で２０ｍにもなります。たくましく成長す

る姿と、それを隠れたところでしっかり支える力のバランスは、私た

ち人間の生き方にも大きなヒントを与えてくれます。 

節をつくり、外から加わる多くの力をしなやかに、力強く受け止

め成長する竹の姿は、子どもたちが目標に向かって頑張ろうと辛

抱強く取り組む姿そのものだと感じます。併せて、学びの過程で

表面的な行動や成果だけではなく、それらを支える見えない努力

の大切さと、自分を支えてくれる周りの人々への感謝の心も教えて

くれます。 

真っすぐな心をもって、しなやかでたくましく育ってほしいと願う

のは、親や教師だけではなく誰もが望む子どもの姿ではないでし

ょうか。しかし、現実は、人間関係をはじめ様々な困難が次々と降

りかかることが多いものです。だからこそ、それぞれの成長の節目

において、めあてをもって進み、振り返ることが大切だと思います。

その積み重ねこそが、しなやかさと力強さの基となる節を築き、こ

れから先に出会うかもしれない困難に打ち勝つ知恵や知識の源

になることと信じています。 

さて、この 1年間、全校を引っ張り、支えてくれた 6年生が 3月

24日、いよいよ卒業の日を迎えます。小学校生活6年間で学んだ

こと、教えられたこと、気付いたこと全てがこれからの生き方につな

がっていくと確信しています。卒業は新たなスタートでもあります。

卒業生が自分の夢に向かって一歩一歩努力を重ね、柔軟に壁を

乗り越え、夢を実現していくことを心から期待しています。また、1

年生から5年生にとっても、25日の修了式は1年を締めくくる大切

な日です。この 1 年間を振り返り、自分の成長に自信をもつととも

に、次の学年へのスタートを切ってほしいと思います。 

今年度の登校日数もわずかとなりました。保護者、地域の皆様

方には、この1年間の本校の教育活動へのご理解、ご協力、ご

支援に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行  事 

１ 火 特別時程 保護者会（低） 

２ 水 特別時程 

３ 木 午前授業(1年生) 

４ 金  

７ 月 児童朝会 委員会 

８ 火  

９ 水 午前授業 

10 木 午前授業 安全指導 

11 金 ５時間授業(6年生) 

12 土 土曜授業・補習 

14 月 児童朝会 お祝いムービー上映会 １年生午前授業 

15 火 下校指導(1年生) 

16 水 特別時程 

17 木  

18 金 
午前授業(1年生) 医療専門相談（第二回） 

移動教室代替行事(6年生) 

21 月 春分の日 

22 火 卒業式予行(1~4年生午前授業、5･6年生6時間授業) 

23 水 給食終 

24 木 卒業式(1～4年生は休業） 

25 金 修了式(1～5年生) 

26 土 春季休業日始 

＊３月の避難訓練は、予告なしで実施します。 

スクールカウンセラー出勤日 

＊平井先生（毎週月曜日）７日・14日 

＊城戸先生（毎週金曜日）４日・11日 

文集「おなづか」発行によせて 

  国語部   

今年度で 62 号となる、文集「おなづか」がもうすぐ発行

されます。 

発行にあたり、2 月 7 日の月曜朝会で、副校長先生が 62

年前に発行された第１号に掲載された一部を紹介してくだ

さいました。そこには戦争の名残がある当時の生活が小学生

の言葉でリアルに描かれていました。文章の中に「傷痍
しょうい

軍人」

という言葉が出てきたり、「兄は～してくださいました。」と

自分の兄弟に対して敬語を使ったりと、同じ小学生が書いた

作文の中にも時代の移り変わりを感じとることができまし

た。 

60 年以上もの間、毎年発行されてきた文集おなづか。き

っと今年も今を生きる子どもたちの様子や気持ちが見られ

るはずです。3月中旬に発行予定です。ぜひご家族でお楽し

みください。 

おなづか  

 
     

       http://www.ota-school.ed.jp/onazuka-es/  

発行者 大田区立おなづか小学校長 橋本 由美子 

令和 4年度1学期 

４月６日（水） 

始業式・入学式 

給食費の引き落としは３月７日（月）です。前日までに共立信用組合へご入金ください。 

 


